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第第
１１１１
回回
議議
会会
のの
ああ
りり
方方
研研
究究
会会
をを
開開
催催

本
会
の
議
会
の
あ
り
方
研
究
会

（
座
長
�
中
邨
章
・
明
治
大
学
名

誉
教
授
）
は
２
月
１３
日
、
全
国
都

市
会
館
で
第
１１
回
研
究
会
を
開
催

し
た
。

研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
「
市
区

議
会
の
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査

結
果
及
び
議
長
に
対
す
る
意
識
調

査
結
果
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
、

全
国
８
１
３
市
区
議
会
及
び
議
長

に
対
し
、
２６
年
８
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
行
っ
た
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

次
に
、
「
鳥
羽
市
・
大
津
市
現

地
視
察
報
告
に
つ
い
て
」
を
議
題

と
し
、
１
月
に
実
施
し
た
鳥
羽
市

議
会
（
２０
日
）
、
大
津
市
議
会
（
２１

日
）
に
お
け
る
現
地
視
察
に
つ
い

て
、
報
告
と
意
見
交
換
を
行
っ
た

（
本
紙
１
９
３
０
号
に
現
地
視
察

の
模
様
を
掲
載
）
。

続
い
て
、
「
報
告
書
骨
子
（
案
）

に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
、
６
月

に
取
り
ま
と
め
る
報
告
書
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
佐
藤
祐
文
・
本
会
会
長
（
横
浜

市
議
会
議
長
）
が
出
席
し
た
。

な
お
、
配
布
資
料
に
つ
い
て
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ン
バ

ー
の
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
し
て
い
る
。

第第
１１
３３
６６
回回
地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

飛
田
謙
一
・
日
立
市
議
会
議
長
）

は
２
月
１２
日
、
全
国
都
市
会
館
で

正
副
委
員
長
会
議
の
後
、
第
１
３

６
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
飛
田
委
員
長
の

挨
拶
の
後
、
総
務
省
か
ら
講
演
が

あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
２６
年
度
要
望
結
果

の
概
要
を
了
承
。
次
年
度
委
員
会

へ
の
申
し
送
り
事
項
（
下
掲
）
を

原
案
の
通
り
決
定
し
、
今
後
の
運

営
を
了
承
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他

に
お
い
て
、
事
務
局
か
ら
、
税
制

改
正
大
綱
決
定
の
手
続
き
に
お
け

る
本
会
の
動
き
等
を
説
明
し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
笠
置
隆
範

・
総
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
か
ら

「
平
成
２７
年
度
地
方
財
政
対
策
に

つ
い
て
」
、
開
出
英
之
・
同
省
自

治
税
務
局
企
画
課
長
か
ら
「
平
成

２７
年
度
地
方
税
制
改
正
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

※
申
し
送
り
事
項

�
平
成
２８
年
度
税
制
改
正
等
�
地
方

税
源
等
の
充
実
確
保
、
政
令
指
定
都

市
・
中
核
市
・
施
行
時
特
例
市
に
対

す
る
税
制
上
の
特
例
措
置
の
充
実
、

非
課
税
等
特
別
措
置
等
の
整
理
合
理

化
、
政
治
活
動
に
関
す
る
個
人
献
金

の
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
拡
大
、
地

方
税
法
の
改
正
時
期
�
平
成
２８
年
度

の
地
方
財
政
対
策
�
地
方
財
源
の
充

実
確
保
、
合
併
算
定
替
等
、
「
地
方

共
有
税
」
へ
の
変
更
、
地
方
自
治
体

の
財
政
運
営
の
予
見
可
能
性
向
上
、

国
に
よ
る
確
実
な
財
政
措
置
の
実
施

等
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の

活
用
�
地
方
創
生
の
推
進
�
包
括
的

な
交
付
金
の
継
続
的
か
つ
大
胆
な
規

模
で
の
早
期
創
設
、
地
方
交
付
税
の

充
実
、
地
方
の
意
見
の
反
映
及
び
法

令
や
制
度
等
の
柔
軟
な
見
直
し
�
平

成
２８
年
度
地
方
債
計
画
�
地
方
債
資

金
の
確
保
、
公
的
資
金
補
償
金
免
除

繰
上
償
還
の
継
続
等
、
合
併
特
例
債

の
制
度
拡
充
、
起
債
対
象
事
業
の
拡

大
等
�
地
方
公
営
企
業
�
公
営
企
業

操
出
金
等
の
所
要
額
確
保
、
地
方
公

営
企
業
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充
実

�
国
庫
補
助
負
担
金
�
国
庫
補
助
負

担
金
の
廃
止
等
、
直
轄
事
業
負
担
金

制
度
の
抜
本
的
見
直
し
�
地
方
公
会

計
�
新
た
な
地
方
公
会
計
制
度
に
係

る
財
政
措
置
の
継
続
等

第
１
０
９
回
代
議
員
会
を
開
催

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

佐
藤
祐
文
・
横
浜
市
議
会
議
長
）

は
２
月
１７
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
で
２６
年
度
第
３
回
理
事
会
の

後
、
第
１
０
９
回
代
議
員
会
を
開

催
し
、
２７
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
を
決
定
し
た
。

２７
年
度
予
算
で
は
、
議
員
年
金

制
度
廃
止
後
、
初
め
て
の
統
一
地

方
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴
い

給
付
金
総
額
が
大
幅
に
増
え
る
こ

と
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
２６
年
度
上
半
期
経
理
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
、
伊
藤
泰
雄

・
監
事
（
伊
那
市
議
会
議
長
）
か

ら
監
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。事

務
報
告
で
は
、
制
度
廃
止
時

か
ら
退
職
年
金
受
給
者
が
約
５
千

人
減
少
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1933号３月５日平成27年
（2015年）

監
査
結
果
を
報
告
す
る
伊
藤
監
事

中
邨
座
長

挨
拶
す
る
佐
藤
会
長

挨拶する飛田委員長

（１） 平成２７年３月５日 第１９３３号
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第第
１１
５５
２２
回回
社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

社
会
文
教
委
員
会
は
２
月
１３
日
、

海
運
ビ
ル
で
第
１
５
２
回
委
員
会

を
開
催
し
た
。

委
員
長
が
欠
員
の
た
め
、
岩
城

晶
巳
・
副
委
員
長
（
滑
川
市
議
会

議
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

岩
城
副
委
員
長
に
よ
る
議
事
の
進

行
の
下
、
委
員
長
の
補
欠
選
任
を

行
い
、
委
員
長
に
廣
内
孝
次
・
南

あ
わ
じ
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

選
任
後
は
廣
内
委
員
長
に
よ
り
議

事
を
進
行
し
、
文
部
科
学
省
、
厚

生
労
働
省
か
ら
の
講
演
の
後
、
協

議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
２６
年
度
要
望
結
果

の
概
要
を
了
承
し
、
詳
細
な
説
明

を
加
え
た
要
望
結
果
を
６
月
１７
日

開
催
予
定
の
第
９１
回
定
期
総
会
に

報
告
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
次

年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項

（
下
掲
）
、
今
後
の
運
営
を
決
定

し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
生
川
浩
史

・
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
会
計
課

長
か
ら
「
平
成
２７
年
度
文
部
科
学

省
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
」
、

中
村
博
治
・
厚
生
労
働
省
保
険
局

国
民
健
康
保
険
課
長
か
ら
「
国
民

健
康
保
険
制
度
を
巡
る
状
況
」
と

題
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

第第
１１
５５
２２
回回
建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長
�

佐
藤
潤
・
室
蘭
市
議
会
議
長
）
は

２
月
１６
日
、
全
国
都
市
会
館
で
正

副
委
員
長
会
議
後
、
第
１
５
２
回

委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
佐
藤
委
員
長
の

挨
拶
の
後
、
国
土
交
通
省
、
内
閣

府
か
ら
講
演
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
２６
年
度
要
望
結
果

の
概
要
を
了
承
し
、
詳
細
な
説
明

を
加
え
た
要
望
結
果
を
６
月
１７
日

開
催
予
定
の
第
９１
回
定
期
総
会
に

報
告
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
次

年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項

（
左
掲
）
、
今
後
の
運
営
を
決
定

し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
石
田
優
・

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
会
計
課
長

か
ら
「
平
成
２７
年
度
国
土
交
通
省

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
」
、
青
柳

一
郎
・
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防

災
担
当
）
付
参
事
官
（
総
括
担
当
）

か
ら
「
平
成
２７
年
度
内
閣
府
防
災

関
係
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

※
申
し
送
り
事
項

�
地
域
医
療
施
策
�
医
師
不
足
・
偏
在

対
策
等
、
救
急
医
療
の
確
保
・
充
実
、

自
治
体
病
院
へ
の
財
政
措
置
�
保
健
衛

生
施
策
等
�
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
対
す
る

取
組
の
強
化
、
感
染
症
対
策
、
定
期
予

防
接
種
、
が
ん
検
診
の
推
進
、
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
食
品
安
全
対
策
、
水
道
事

業
、
自
殺
防
止
対
策
、
こ
こ
ろ
の
健
康

を
守
り
推
進
す
る
基
本
法
の
制
定
�
医

療
保
険
制
度
�
医
療
制
度
改
革
、
国
民

健
康
保
険
制
度
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
�
介
護
保
険
制
度
�
制
度
改
正
、
低

所
得
者
対
策
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整

備
、
人
材
の
確
保
、
財
政
運
営
�
少
子

化
対
策
等
�
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
、

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
、
放
課
後
児
童

対
策
、
不
妊
治
療
へ
の
財
政
措
置
�
雇

用
対
策
�
地
域
雇
用
対
策
、
若
年
者
雇

用
対
策
、
新
た
な
雇
用
創
出
事
業
の
実

施
、
協
同
組
合
法
の
制
定
�
社
会
福
祉

施
策
�
障
が
い
者
施
策
、
生
活
保
護
制

度
、
年
金
制
度
の
運
用
、
被
災
者
の
救

助
・
支
援
制
度
の
見
直
し
	
環
境
保
全

施
策
�
地
球
温
暖
化
対
策
、
廃
棄
物
処

理
対
策
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
、
海
岸
漂
着
物

対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、
皮
革
排
水

処
理
施
設
、
原
子
力
発
電
所
事
故
へ
の

対
応
、
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ



文
教
施
策
�
教
育
予
算
の
拡
充
、
少
人

数
教
育
の
推
進
、
特
別
支
援
教
育
、
い

じ
め
対
策
の
推
進
、
公
立
学
校
施
設
の

耐
震
化
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
防
止

対
策
、
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
の

増
員
に
よ
る
食
育
の
充
実
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
地
域
に
お
け

る
取
組
へ
の
支
援
と
環
境
整
備

第第
１１
４４
００
回回
地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員
長
�

島
軒
純
一
・
米
沢
市
議
会
議
長
）

は
２
月
１８
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
で
第
１
４
０
回
委
員
会
を
開

催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
島
軒
委
員
長
の

挨
拶
の
後
、
講
師
説
明
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
２６
年
度
要
望
結
果

の
概
要
を
了
承
。
次
年
度
委
員
会

へ
の
申
し
送
り
事
項
（
下
掲
）
を

原
案
の
通
り
決
定
し
、
今
後
の
運

営
を
了
承
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他

に
お
い
て
、
事
務
局
か
ら
、
税
制

改
正
大
綱
決
定
の
手
続
き
に
お
け

る
本
会
の
動
き
等
を
説
明
し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
野
村

善
史
・
総
務
省
消
防
庁
総
務
課
長

か
ら
「
『
消
防
行
政
の
現
状
と
課

題
』
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
説
明

を
聴
取
し
た
。

※
申
し
送
り
事
項

�
自
然
災
害
対
策
の
推
進
�
地
震
・
津

波
対
策
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
等
の
充

実
強
化
、
治
山
・
治
水
対
策
、
災
害
復

旧
・
復
興
支
援
、
災
害
時
に
お
け
る
指

定
都
市
の
権
限
の
確
立
�
各
種
交
通
基

盤
整
備
の
推
進
�
道
路
の
整
備
促
進
、

新
幹
線
鉄
道
の
整
備
促
進
、
地
方
鉄
道

等
に
対
す
る
支
援
、
地
域
公
共
交
通
に

対
す
る
支
援
策
の
強
化
、
地
方
航
空
路

線
の
整
備
促
進
、
湾
港
の
整
備
推
進
、

離
島
航
路
・
航
空
路
に
対
す
る
支
援
�

都
市
基
盤
整
備
の
推
進
�
社
会
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
推
進
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
推
進
、
都
市
公
園
の
整
備
推
進
、
郵

便
局
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
向
け
た
地
域
に
お
け
る

取
組
へ
の
支
援
と
環
境
整
備
を
求
め
る

要
望
�
観
光
立
国
の
推
進
�
訪
日
外
国

人
の
増
加
に
向
け
た
施
策
、
魅
力
あ
る

観
光
地
域
づ
く
り
の
促
進

※
申
し
送
り
事
項

�
地
方
分
権
改
革
の
推
進
�
更
な
る
義
務

付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
及
び
都
道
府
県

か
ら
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
、
国
の

出
先
機
関
改
革
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

に
お
け
る
実
効
性
あ
る
運
営
�
地
方
創
生

の
推
進
�
包
括
的
な
交
付
金
の
継
続
的
か

つ
大
胆
な
規
模
で
の
早
期
創
設
、
地
方
交

付
税
の
充
実
、
地
方
の
意
見
の
反
映
及
び

法
令
や
制
度
等
の
柔
軟
な
見
直
し
�
地
方

議
会
の
権
能
強
化
等
�
更
な
る
地
方
議
会

の
権
能
強
化
、
地
方
議
会
議
員
選
挙
に
お

け
る
法
定
ビ
ラ
頒
布
の
制
度
化
、
地
方
議

会
議
員
の
被
用
者
年
金
制
度
へ
の
加
入
�

消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
�
消
防
防
災

施
設
・
設
備
整
備
に
対
す
る
財
政
措
置
の

充
実
強
化
、
消
防
防
災
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
強
化
、
消
防
団
の
充
実
強
化
、

消
防
広
域
化
事
業
に
対
す
る
財
政
措
置
の

充
実
強
化
�
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
�
過

疎
地
域
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充
実
等
、

税
制
の
抜
本
改
革
に
当
た
っ
て
の
過
疎
地

域
へ
の
配
慮
�
合
併
市
町
村
に
対
す
る
支

援
の
拡
充
�
合
併
市
町
村
に
対
す
る
財
政

措
置
の
充
実
等
�
基
地
対
策
関
係
予
算
の

確
保
等
�
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
の

増
額
、
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確

保
、
米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行
訓
練
の
中

止
	
治
安
対
策
の
強
化
等
�
暴
力
団
等
に

よ
る
組
織
犯
罪
、
銃
器
使
用
の
凶
悪
犯
罪

等
へ
の
取
組
強
化
等
、
拉
致
問
題
の
全
容

解
明
と
早
期
解
決


北
方
領
土
返
還
�
早

期
返
還
の
実
現
に
向
け
た
啓
発
活
動
等
、

北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
対
策
等
�
竹

島
の
領
有
権
確
立
�
竹
島
の
領
有
権
確
立

に
向
け
た
国
内
世
論
の
喚
起
や
国
際
社
会

へ
の
ア
ピ
ー
ル
強
化
�
日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
な
改
定
�
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
な
改
定


人
権
救
済
制
度
の
確
立
�
人

権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
、
実
効
性

あ
る
人
権
救
済
制
度
の
確
立

挨拶する廣内委員長

挨拶する島軒委員長

挨拶する佐藤委員長

開会挨拶する岩城副委員長
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高高
速速
協協
がが
第第
４４１１
回回
総総
会会
をを
開開
催催

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
滝
口
敏
夫
・
木
更

津
市
議
会
議
長
）
は
２
月
１０
日
、

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
、
第
２

回
理
事
会
の
後
、
第
４１
回
定
期
総

会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
滝
口
会
長
の
開
会

挨
拶
の
後
、
衛
藤
征
士
郎
・
高
速

道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟
会
長

（
衆
議
院
議
員
）
の
来
賓
挨
拶
が

あ
っ
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
横
内

正
明
・
全
国
高
速
道
路
建
設
協
議

会
会
長
（
山
梨
県
知
事
）
の
代
理

と
し
て
出
席
の
日
高
健
・
同
協
議

会
事
務
局
長
代
行
を
紹
介
し
た
。

協
議
で
は
、
２５
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
中
村
順
一
・
監
事
（
高
松

市
議
会
議
長
）
か
ら
会
計
監
査
結

果
の
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
上
、

こ
れ
を
認
定
。
続
い
て
、
２７
年
度

活
動
方
針
、
会
議
・
要
望
活
動
日

程
、
２７
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

最
後
に
、
決
議
に
つ
い
て
、
西

野
茂
樹
・
相
談
役
（
苫
小
牧
市
議

会
議
長
）
か
ら
提
案
説
明
が
あ
り
、

満
場
一
致
で
こ
れ
を
決
定
し
た
�

高
速
道
路
建
設
・
整
備
促
進
等
に

関
す
る
決
議
（
左
掲
）
参
照
。

な
お
、
協
議
に
先
立
ち
、
２６
年

度
に
新
た
に
加
盟
し
た
京
丹
後
市
、

室
戸
市
、
君
津
市
、
袖
ケ
浦
市
を

紹
介
、
事
務
報
告
を
了
承
し
た
後
、

深
澤
淳
志
・
国
土
交
通
省
道
路
局

長
か
ら
「
高
速
道
路
を
め
ぐ
る
最

近
の
諸
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
講
演
が
あ
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
は
、
二
階
俊
博
・
自

由
民
主
党
総
務
会
長
、
衛
藤
議
員

連
盟
会
長
、
深
澤
道
路
局
長
に
面

談
し
、
決
議
文
を
手
交
の
上
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
加
盟
市
議
長

ら
も
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
ら

に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

※
高
速
道
路
建
設
・
整
備
促
進
等

に
関
す
る
決
議
（
前
文
省
略
）

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
一
万
四

千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
早
期
完

成
に
向
け
た
明
確
な
方
向
性

を
示
す
と
と
も
に
、
財
源
確

保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

一
、
既
存
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
更
な
る
機
能
向
上
と

最
適
利
用
の
推
進
を
図
る
こ

と
。

一
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
及

び
暫
定
二
車
線
区
間
の
四
車

線
化
の
速
や
か
な
実
現
を
図

る
こ
と
。

一
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

有
効
活
用
と
機
能
強
化
の
た

め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及

び
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
一
層
の

整
備
促
進
を
図
る
こ
と
。

一
、
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ

ル
天
井
板
落
下
事
故
を
踏
ま

え
、
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
な
ど

の
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の

適
時
適
切
な
維
持
管
理
・
更

新
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
十

分
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
重
大
事
故
の
再
発
防

止
に
向
け
た
万
全
の
安
全
対

策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

一
、
自
治
体
が
管
理
す
る
跨
高
速

道
路
橋
に
つ
い
て
、
適
切
な

維
持
管
理
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

一
、
関
越
自
動
車
道
で
の
高
速
ツ

ア
ー
バ
ス
事
故
等
を
踏
ま
え
、

高
速
道
路
で
の
死
亡
事
故
を

防
止
す
る
万
全
の
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に

お
け
る
迅
速
な
対
応
の
た
め
、

救
急
車
退
出
路
及
び
緊
急
進

入
路
の
整
備
推
進
並
び
に
関

係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
。

お
知
ら
せ

本
紙
３
月
１５
日
付
け
第

１
９
３
４
号
は
、
第
１
９

３
５
号
と
併
せ
、
３
月
２５

日
付
け
第
１
９
３
４
・
５

号
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

３月５日現在の都市数
８１３団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４３市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

深
澤
道
路
局
長

提
案
説
明
す
る
西
野
相
談
役

二
階
自
民
党
総
務
会
長

衛
藤
高
速
道
路
建
設
推
進
議
連
会
長

来
賓
の
衛
藤
高
速
道
路
建
設
推
進
議
連
会
長

挨
拶
す
る
滝
口
会
長

監
査
結
果
を
報
告
す
る
中
村
監
事
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